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　　 It　was 　a1に ady 　reported 　that　t　he　i　nitiation 　time 　ofblood 　coagulation （1
’i）sho ！tened　signitl　amtly 　i　n　the　patients

with 　pnegnan（ry　indn（£ed　hypertension（P旧 ）compared 　to　those　in　the 　n 　ormal 　pregnant　women ．　and 　al　so 　that　the 　cause

Qf　this　phenomenon　w 　as （hic　to　the　abnorrnal 　p【ope 丘k溶 ofthe 閥 blood  Ils（RBC ），　P　lesent 　 stu （ly　was 　perfo　rm 　ed　to

eluci 戯 e　the　p飆 se　 mechanism 　of 　the 　abnomal 　p　Iopenies 　of　R　BC 　i　n　thc　patients　of 　PIH．　Five　cases 　of　sevene

PIH （32　to　41　 gestational　w 　oeks ） were 　subjeCted 　B　lood　 samplings 　 were 　performed　and 　the　R　BC 　 soMon （was 圃

RBC ：400 × 104／mm3 　in　coagulation 　fEKJtor　Wn，D（，Xfree　plasma）was 　 ma （b　resp   tively．　The 　Tivalues 　of　the

solution 　werc 　 measured 　using 　a 　high　 sensitive 　attenuated 　oscillation 　type 血eometen 　 The　same 　pr  α加 es　we ！e

pe formed　in　five　norrna1 　p　regnant 　women 　as　the　contro1 ．　Coagul証 lon　oould 　not 　be 　s   n　incoagulation 勉 tor 皿
，　X

free　p 】asma 　w 　ith　or 　w 　ithout　w 　ashing 　of　the　RBC ．　 However，　c　oagulation 　was 正bund　i　n　c　oagulation 　factor　D⊆free

plasma　without 　washing 　of 　the 　RBC ．　Inthiscondtion
，
　the　Ti　values 　ofthe 　PIH　patients　shortcn εd　signi 員  tly

compared 　to　those　in　t　he　oontro1 （26．3± 7 ．4　vs ．41 ．7 ± 8」 min ．，　p＜ 0．Ol）．　F　K ）m 　these　results ，　itwas　cDnclu （bd　that

the 　coagulation 　factor　lX　on 　the　surface 　m 　em 　brane　of 　the　R　BC 　m 　ight　p且ay　an 孟mpoItant 　role 　i　n 　t　he　eady 　stagc 　of

biood　coagulation ，
　and 重his　mechanism 　might 　be　activated 　in　the　patients　of　PIH．

【目的】妊娠中毒症 の 病態 のひ とつ とし て 、

血 液 凝i固 能の 亢進 が挙 げられ て い る
り
。そ

こで 本研究で は、最近 開発 され た減衰振 動

型 レオ メ
ー ターを用 い て 、妊娠 中毒症症例

に お ける 血 液凝 固初期過程 の 微細な変化 を

測 定す る と共 に 、 各種の 血 液凝 固 ・線溶系

の 因子 と の 関係 を検討 したの で 報告す る。

【対象 と方法】妊娠 32週 〜41週の 重症 妊娠

中毒症 （日産婦 の 基準 に基づ く症例 ：27．2

± 4．7歳 ）） 7例 を対 象 と した 。 同 時期の

正常妊 婦 5 例 （27 ．3 ± 3．6 歳 ） を ngmai

control と した。肘 静脈よ り採 血 しポ リプ ロ

ピ レ ン 製容器 中 に入 れ 、 3．8％ クエ ン酸 ナ

トリウム 溶液を加 え凝 固 を防止 した （血液

9容 ： クエ ン酸ナ トリウム溶 液 1容） 。 血液

lmlを 37℃ で 5分間 イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン し

た後 、0．25M の 塩化カ ル シ ウム 溶 液 85 μ 1を

添 加 し、減衰振動型 レ オ メ
ーター にセ ッ ト

し、凝 固開始時 間 （Ti値 ） を測 定 し た 。減

衰振動型 レオ メ
ーター の 測定原理 お よび方

法 の 詳細は Kaibara　et　al ．
2）
に記 載さ れて い る

の で 省 略 す るが 、 対数減衰 率 （10gari山 mic

damping 　factor，　LDF ）が急 激に 低下 しは じめ

る 時点が フ ィ ブリン 重合開始即 ち凝 固 開始

時点で あ り、プ ラ トー とな る時点が フ ィ ブ

リン 重合完成 、 即 ち 凝固 完了時点 を示す 。

　 まず、実験 の 進 行過程で 生 じ る と考 え ら

れ る 溶 血 の 影響 を 考慮 し、サ ン プル 中 に
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血 液 凝 固初期過程 の 検 討

o．02％ 、o．1％ の 溶血赤 血球 を添 加 して Ti値

に 及 ぼす影 響 を検討 した。次 に凝 固因子

（第 皿 ，D（，　X 因子 ） の 影 響 を調 べ る ため 、

各凝 固因子 を含有しな い 血 漿を作成 し、そ

の 中にサ ン プル 中の 赤 血球 を洗浄、非洗浄

の 状態で 添加 して Ti値の 変化 を検討 した 。

【成 績 】表 1に示す よ うに、妊 娠中毒症症

例では control 症例に 比べ て Ti値が有意 に短

縮 して い た 。 しか し、溶血 赤血球添加 に よ

る影響は認め られ な か っ た 。 各凝固因子の

検討で は、表 2 に 示 す よ うに 第IX因子 を含

有 しな い血 漿 中に非 洗浄赤血 球サ ンプル を

添 加 した場合 にの み凝 固が認 め られ た。そ

こで 、 その 状態 にお ける Ti値 を 妊娠中毒症 、

control で 比 較 した と こ ろ 、図 1 の よ うに 妊

娠中毒症症例に お い て 有意 に短縮 してい る

こ とが 明か どな っ た 。

【結論 】今回 の 研究 の 結果、妊娠中毒症 で

は血 液 凝固初期過程 が control に比 べ て 有意

に亢 進 して い る こ とが 明か とな っ た。さ ら

に 、第返 因子 を含有 しな い 血 漿中に 非洗浄

赤血球サ ン プル を添加 した 場合 に の み凝 固

が 認 め られ た こ とか ら 、 赤 lft球表 面 の 第朕

因子 は妊娠 中毒症 に お け る血 液凝 固初期過

程 の 亢 進 に 重 要 な役割 を果た して い る可 能

性 が示 唆 され た。 また減 衰振 動型 レオ メ
ー

タ
ー

を 用 い た 場合 に 生 じる可 能性 の あ る溶

血 はTi値 に 影 響 を及 ぼさな い こ とが 明か と

な り、本方法 に よ っ て 血液凝固初期過程 は

十分に 評価可 能で ある と考 え られ た 。
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Tab「e　1．Effect　of 　Hemolyzed 　RBC 　on 　the　lnitiatjon
　　　　 Time 　of 　Blood　Coagulation（Ti）

Adding 　Rate　of 　Hemolyzed
RBC 　on 　the　RBC 　Solutめn

Ti　Values （min ．）

ControI
　　（n＝5）

PIH　Patients
　　　　（n 署 7）

0％ 18 ．0± 3．06 ．0 ± 2．0

0，02 ％ 17 ．3± 3．76 ．3± 2．9

0，1箔 18 ．6± 2．86 ，1± 3．5

No　ehange 　by　hemolysis　　　 p＜0．01　between　PIH　andcentrol

Table　2．　Effects　of 　Coagu 「ation 　FactQrs 　with

　　　 RBC 　Solution　on 　BloQd　Coagulation

Coaguration　in　RBC
with 。ut　washlngC

。 agulati 。n　ln　RBC
wlth 　washlng

Factor珊II　free　plasma （一） （
一

）

Fact・ r　IX　free　plas．ma （＋ ） （一）

Fact。厂 Xfree　plasma （一） （一）

Coagu「ation　was 　obse 四 ed 　in　Factor 　iX　厂ree 　plaSma
wlth 冖on −washedRBC 　on 　bcth　PIH　and 　control ．

Fig．1．Ti　Values　in　Coagulation　Factor 　IX
　　　 Free　Plasma 　without 　Washing 　of　RBC
min ，50
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　　　　　｛・ … ・

｛　 263 ± 74
　 　 　 　 　 　 　 　 mean ± S，D．

　 　 　 　 　 　 　 　 P＜0．01

PIH　Patients
　 （n・・7）

Control
　 （冂ロ5）

一130一
N 工工

一Eleotronio 　Library 　


